
第 10 回 鎌倉のごみ減量をすすめる会全体会の概要 

 

日 時  平成 29 年３月 27 日(月) 15:00～15:20 

場 所  鎌倉市役所 本庁舎 第二委員会室 

出席者  会 員 10 名 

     鎌倉市 

      石井環境部長、植地環境部次長兼ごみ減量対策課担当課長 

      内海ごみ減量対策課担当課長、 

      谷田ごみ減量対策課課長補佐、大高ごみ減量対策課担当職員 

配布資料 ・第 10 回 鎌倉のごみ減量をすすめる会全体会次第 

     ・平成 28 年度活動総括と 29 年度活動方針（資料１） 

     ・ZW（Zero Waste）推進のための官民協働構想（資料２） 

議 題  １．平成 29 年度代表、副代表の選任及び事務局の選出 

２．各個別行動チームの活動経過報告及び来年度活動計画 

      (1) 生ごみ減量チーム 

      (2) 発生抑制チーム 

      (3) 広報チーム 

     ３．その他 

主な内容 

１．平成 29 年度代表及び副代表の選任 

代表については髙田さんの推薦が６件あり、髙田さんが受けていただき、了承され

た。 

  副代表については鈴木さんへの推薦が７件あり、鈴木さんが受けていただき、了承

された。 

また、事務局について、鈴木さんが副代表と兼務することが決定した。 

 

２．各個別行動チームの活動経過報告及び来年度活動計画 

  平成 28 年度の活動総括と平成 29 年度活動方針について説明があった。 

(1) 平成 28 年度総括 

鎌ごみと市の協働プロジェクトについては、ごみ減量キャラバン、スーパー店頭

前キャンペーンへの参加、市刊行物の編集支援などを行った。どの活動についても、

平成 27 年度から実施しており、ルーチンとして定着している。 

   また、平成 28 年度は、市が行う多量排出事業者 27 者及び準多量排出事業者９者

への訪問に鎌ごみメンバーが同行し、排出者責任の意識がない事業者、コストを抑

えるため資源物を燃やすごみと一緒に排出する事業者、及びサービスを提供するに

あたり大量の紙を消費して燃やすごみとして市に排出している事業者への対応に

ついて、市に改善を申し入れた。 

 (2) 平成 29 年度方針 



  ア 協働プロジェクト 

鎌ごみと市の協働で行う事業について、ある程度ルーチン化してきている中で、

鎌ごみメンバーの固定化と高齢化が進んでいる。 

３年前から三鷹市で行われている市民と事業者が協働し、市が事務局を担う体

制を検討してきたが、平成 29 年度はハードルを少し下げて、ZW（Zero Waste）

推進のための官民協働構想（資料２）に示す方向で、市と協議を進めたい。 

  イ 広報活動その他 

    ホームページの更新、各種イベントへの参加及び減量審及び生環審等のモニタ

ーは、平成 28 年度と同様の姿勢で取組んでいく。 

 

３．その他 

  新たに NPO 法人プラスチックフリージャパンが鎌ごみの会員になった旨を紹介した。 

 

以上 


